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抄録 

日本語を継承語として学ぶ海外居住のバイリンガル児の書く力を伸ばすため，その言語能力の特

徴に合わせて国語教科書を扱う指導方法（「国語教科書活用法」）を，在ドイツ補習校の小 1 学級で

実践した．補習校児がひらがなの表記システムを理解し，読み書き力をつけやすい指導方法として，

五十音表を活用した学習活動と，物語文を書く力の基礎力をつける学習活動を行った．その結果，

それぞれについて，以下が明らかになった．第 1 に，ひらがなの表記システムを理解させるため，

五十音表を活用した活動などを繰り返し行ったことで，補習校児が自律的に五十音表を用いて書く

力をつけた．第 2に，物語文の読解において，まず物語展開の全体像を捉えさせる活動が有効であっ

た．また，人物の気持ちを考えて絵に添えた吹き出しを埋めたり，文章の一部を書いたりする課題

は小 1 児童に適切な目標であった．教材文から物語文に特徴的な文法や語彙を選び，その機能を意

識できるように使わせることも，物語作文を書く力の基盤となると期待できる． 

 

１． 問題の背景と目的 

海外で現地の学校に通う傍ら，日本語の読み書

きを学ぶバイリンガルの子どもたちが世界中にい

る．例えば，海外に長期滞在する日本人家族や国

際結婚家族の子どももその一部である．こうした

子どもたちにとって，日本語は親から継承した「継

承語」であり，海外生活では使う機会が少ないた

め，その力を伸ばすことは容易ではない[1]．在外教

育機関として，週一回日本語で授業を行う日本語

補習授業校（以下，補習校）は，今日，日本語を継

承語として学ぶ子どもたちの教育機関にもなって

いる[2]．しかし，補習校では日本の国語教科書が教

材として使われるため，学年相当の日本語力がな

い児童生徒は授業についてゆけないという問題が

生じやすい[3]．補習校の講師にとっても，そうした

子どもたちを対象に授業をすることは難しい課題

である． 

このような状況を改善するために，著者らは補

習校の児童生徒（以下，補習校児）を対象に，継承

日本語で書く力を伸ばす指導方法として，「国語教

科書活用法」の開発に取り組んできた[4]．この方法

は，バイリンガル児が持つ文種（文章のジャンル）

に対する意識が書く学習において多言語で応用可

能であるという点に注目し[5]，補習校児が現地校

で身につけている書く力を活かす．同時に日本語

の表現手段を増やすように，国語教科書注 1)の教材

を活用する授業づくりの方法である．既に，ドイ

ツの補習校の小 1 および小 6 学級において，実際
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にこの方法を実践し，その効果を検討してきた[6] [7]．

その結果，効果的であった指導方法の特徴は，次

の 4 点にまとめられる． 

・書く力の目標を補習校児にとって無理のないも

のに設定する．特定の文種を書くスキルを現地

校で身につけている場合，日本語を書く際にも

それを活かすようにする． 

・特定の文種を書くために必要な表現を身につけ

させるため，複数の教科書単元を関連づけて逆

向き設計注 2)で学習活動を計画する．「読むこと」

の単元の教材文からよく使われる語や表現を取

り上げ，書く際に使えるようにすることも効果

的である． 

・教科書の教材文と補習校児の日本語力のギャッ

プを埋めるため，補助教材（スライドやプリン

ト等）には，絵や写真，選択肢や穴埋めなどを用

い，難易度を調整する． 

・書く活動は，全員で話し合って課題に一緒に取り

組んでから，各自で取り組ませるなど，段階的に

進めることで，児童に書く手順を理解させる． 

 

上記は，補習校児が日本語で書くための「スキ

ャフォルディング」といえる．スキャフォルディ

ングとは，学習者が一人で学習に取り組めるよう

になるまでの一時的な支援である[8]． 

 こうした方法の有効性が明確になったものの，

残された課題として，次の 2 点がある． 

 第 1 に，日本語の文字に触れる機会が少ない補

習校児に適したひらがなの指導方法を検討するこ

とである．本研究の前に，小 1 学級で説明的な文

章を書く試行授業を実施したが，その際，ひらが

なの表記システムにおける文字と音の対応の仕方

が理解できていない児童がいることがわかった[9]．

平日は現地校でアルファベットを学習しているた

めか，ひらがなでもフォニックスを適用して書こ

うとするなど，混乱した様子も見られた．例えば，

「ねずみ」という語の「ね」を「N＋E」と考えて，

「んえすみ」と書くなどの事例である．このこと

から，補習校児がスムーズにひらがなを書く力を

身につけられるような指導方法を検討する必要が

ある． 

 第 2 に，物語作文を書く力を伸ばす方法が未開

発であることである．これまで「国語教科書活用

法」を試行したのは，描写文や報告文などの説明

的な文章を書く指導方法である[10]．国語教科書に

は，説明的な文章と文学的な文章の 2 つの系統が

あり，小学校段階では物語作文を書くことが，書

く活動において重要な位置を占めている[11]．補習

校児の書いた物語作文に関する研究では，文章の

構成など談話レベルでは日本に居住する日本語母

語児に近いものが書けている一方で，語や構文のレ

ベルでは表現手段が少ないことがわかっている[12]．

このような点をふまえると，補習校児の日本語力

を補い，物語作文を書く力を系統的に育ててゆく

指導方法を開発する必要がある． 

 そこで，本研究では，課題として残されている

二つの指導方法を在ドイツ補習校の小 1 学級での

試行授業によって開発する． 

 

２． 試行授業の概要 

2.1. 対象学級と児童 

試行授業は，ドイツX州A補習校の協力を得て，

小 1 学級で行われた．A 補習校は，児童生徒の 8

割以上が国際結婚家族の子ども（以下，国際児）

で，日本語が継承語である児童生徒に，国語教科

書を使ってどのように授業をするかが課題となっ

ている．対象学級においても，途中転入・転出した

児童も含め，合計 28 名のほとんどが国際児である．

担任の C 講師によると，学級内の日本語力の差は

大きく，口頭の表現力が限られている児童もいる

という． 

 

2.2. 試行授業の目標と概要 

A 補習校では毎週土曜日に授業を行っており，1

学期の試行授業は 2022 年 5 月 21 日～7 月 30 日の

間のうち 8 授業日，2 学期は 2022 年 9 月 24 日～

10 月 15 日の間の 4 授業日，3 学期は 2023 年 2 月

4 日と 11 日の 2 授業日に行われた． 

各学期の目標と概要は，C 講師と第一著者・第

二著者が打ち合わせて計画した．以下，ひらがな

学習と物語文の試行授業の目標と大まかな流れを

説明する． 

 

（1）ひらがな学習 

日本語の文字に触れる機会が少ない補習校児に，

ひらがなの表記システムを理解させながら，まず

読む力，続いて書く力をつけることを目標にした． 

具体的には，次の 2 点の工夫をした．第 1 に，

児童になじみのある「五十音表」を活用し，五十音

順で指導することである．ひらがなは，あ行は母
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音，か行以降は子音と母音の組み合わせで，文字

と音の対応が規則的なため，成人が外国語として

日本語を学習する場合は，その仕組みを説明しや

すい．しかし小 1 児童の場合は，ひらがなの表記

システムの規則性に自然になじむことで理解させ

る必要があろう．A 補習校の小 1 では，これまで

教科書単元に提示される順序で，1 学期の各授業

日に 5 文字ずつひらがなを指導してきた．しかし，

今回の試行授業では，海外に住む児童も触れる機

会が多い五十音表を繰り返し活用し，五十音順で

指導することにした． 

第 2 に，音韻意識を伸ばす教材の工夫である．

ドイツの 1 年生の教科書を参照したところ，アル

ファベット学習において音韻意識を訓練する教材

が多く使用されていることが分かった[13]．音韻意

識とは，音声言語の音韻的な側面への気づきであ

り，日本語でも読む力の前提となるとされる[14]．

そこでドイツの教科書教材を参考に，ひらがなと

音との対応への意識を高め，補習校児に取り組み

やすい練習を宿題プリントに入れることにした． 

 

（2）物語文 

日本の国語教科書において物語文を書く活動は，

複数の絵をヒントに物語を考えて書く小 2 の単元

から始まる注 3)．これに対して，物語文を読む活動

は小 1 から一貫して全学年にあり，物語展開を捉

え，人物の行動や心情を理解する力を高めてゆく

ことが目指されている[15]． 

ドイツでも物語文を書く活動は 2 年生からであ

り，物語を読む活動では話の展開や人物の心情を

読みとる力を目指している点も，日本と共通して

いる[16]．他方で日本と異なるのは，既に 1 年生で

複数の絵に添えられた文章を読み，場面の順序を

捉えたり，人物の発言などを書き入れたりするな

ど，簡単な書く作業を読むこととあわせて行って

いる点である．その際，教材文は短く，負担の軽い

課題になっている．資料 1 は小 1 の教科書の課題

例である．物語の 4 つの文を読んで，それに合う

絵を選び，吹き出しに人物のせりふを書いたり，

足りない絵を補って描いたりするものである．こ

うした簡単な書く課題によって，小 2 で求められ

る書く力を小 1 から段階的に育ててゆく方法は，

補習校児にも取り組みやすいと考えられる． 

そこで，本試行授業では，日本とドイツで目指

す力の共通点を重点的に伸ばすとともに，小 2 以 

資料 1．ドイツの 1 年生教科書の課題例[17] 
 

[注]点線部は，教科書単元にはない学習活動  

図 1．物語文の試行授業の流れ 

 

降の物語を書く力の基盤を築くことを目標とする．

具体的には，物語展開を捉えたうえで，人物のせ

りふや文章の一部を考えて書く力を小 1 での最終

目標とする． 

この目標に向け，図 1のように複数の単元を関連

づける逆向き設計の進め方で学習活動を計画した． 

まず，1 学期のひらがな指導と並行して，濁音を

扱う「かきとかぎ」，促音を扱う「ねことねっこ」

の単元では，挿絵の人物の状況に合う気持ちとせ

りふを考えて書く活動を加える．教科書ではこれ

らの単元より前に配置されている「はなのみち」

は，文が長く負担が大きい教材文であるため，そ

の後に扱う．読解後，紙芝居にした物語に人物の

せりふを書く活動を入れる．「おおきなかぶ」では，

音読劇とせりふを書く作業を行う．ドイツの 1 年

生では，場面の様子や人物の気持ちへの理解を深

めるために，音読劇や場面の動作化を行う教授法

がよく実践されているが[18]，日本語でも同様の活

動を試行する．音読劇は，2学期に扱う「やくそく」，

「くじらぐも」でも継続してゆく．3 学期の「たぬ
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きの糸車」では，紙芝居の文章の一部として，人物

の気持ちを書く活動を最後に行う．このように同

じパターンの活動を，複数の物語文単元で繰り返

し行うことで，児童にわかりやすく，継続的に読

み書き力を高められるようにした． 

また，せりふなどを書く前には，書く内容につ

いてのヒントを得られるように，学級で話し合う

という「聞く・話す活動」を入れることにした．音

読劇の際にも，互いの音読を聞いて話し合うこと

で，読みを深める． 

さらに，教科書単元にはないが，物語を書く際

に補習校児に不足しがちな表現を増やす機会を作

る．1 学期は，絵を見て出来事の展開を理解し，人

物の気持ちを考え，簡単なせりふを書く宿題を出

す．2・3 学期は，教材文の読解に重要で，特徴的

な文法や語彙を本文中から取り上げる．これらを

授業時に意識させ，宿題を通して定着を図る． 

以上を実践する際には，授業で使用するパワー

ポイントのスライドにも宿題プリントにも，絵を

豊富に入れてわかりやすくする． 

 

2.3. 試行授業の実施と授業記録の作成 

試行授業の具体的な内容と教材は，1学期は担任

の C 講師が，2・3 学期は第一著者が準備した注 4)． 

試行授業の効果と課題を分析するために，C 講

師には授業記録の作成を依頼した．学習活動の展

開と児童の反応の記録のほか，活動の効果や課題

についての考察を書いてもらい，児童が書いたプ

リントの写しも提供してもらった注 5)．授業記録に

対しては，第一・第二著者がフィードバックや追

加質問を行い，できる限り詳細な情報を記録に含

めるようにした．また，各学期末にはオンライン

でミーティングを行い，重要な気づきについて話

し合った． 

 

３． ひらがな学習の試行授業 

以下では，ひらがな学習の試行授業での具体的

な指導方法を説明し，その効果および課題を検討

する． 

 

3.1. 指導方法 

1 学期には，9 回の授業日にひらがな指導を行っ

たが，毎回のパターンは表 1 の通りである． 

まず，「A 導入活動」では，1 時間目の前に，毎

週パワーポイントスライドを用いて，[1]～[4]の練

習を 10 分程度行った．これによって，書き方の指

導をまだ行っていない字も，まず読めるようにし

た．また，既習・未習のひらがなに毎週何度も触れ

させ，「ひ」の後に「び」「ぴ」と濁音・半濁音を続

けるなど，五十音表の表記システムを自然に感じ

られるように練習を展開した． 

 

表 1．ひらがなの学習活動 

活動 内容 

A 導入活動 [1]五十音表を音読させる． 

[2]特定の行をランダムに提示し，音読さ

せる． 

[3]一文字ずつ提示して音読させる． 

[4]その授業日に扱う言葉（特殊音の入っ

た語も含む）を提示し，音読させる． 

B 授業時の 

学習活動 

[1]学習するひらがなを 1 文字ずつ黒板に

貼って提示し，読み方を確認する．そ

の字のつく言葉を考える． 

[2]講師が書き方の注意点を説明し，書き

順も確認する． 

[3]全員で空書きする． 

[4]各自副教材＊に鉛筆で書き込む．机間

巡視で添削指導を行う．早く終わった

児童は，副教材の各ひらがなに添えら

れた三行詩を読む練習をする． 

[5]全員で声をそろえて三行詩を音読する． 

C 宿題 [1]副教材＊で書く練習をする． 

[2]その週にならったひらがなを取り上げ

たプリントに取り組む． 

[3]音読練習用のプリントを読む．

Microsoft Teams で録音し，提出する． 

＊は，教育同人社『たのしいおけいこ ひらがなすうじ
（あいうえお順）』を使用した． 

 

次に，「B 授業時の学習活動」では，毎回一つの

行の 5 文字のひらがな（1 授業日のみ 6 文字）を

扱い，[1]～[5]の手順で指導した． 

さらに「C 宿題」では，その週に習ったひらがな

を[1]副教材で練習をするほか，[2]のプリントには，

音韻意識を高める練習を入れた．資料 2 はその一

例である．「さしすせそ」のプリントは，絵の示す

語を音声で考え，何拍目に「さ」があるか，「し」

で始まる語はどれかなどを考えさせるものである．

また「たちつてと」のプリントの左側の練習のよ

うに，ひらがなの順序を変えて語をつくらせる際

には，絵を使って難易度を下げている．いずれの

練習でも補習校児に比較的なじみのある語を使っ

て取り組みやすくしている．[3]の音読の宿題では，

授業で学んだ行のひらがなが入っている語のほか，

その語を組み合わせた文を入れたプリントを用意
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した．その音読を Microsoft Teams で録音して提出

させ，動機づけた注 6)． 

資料 2．ひらがなの宿題プリント例 

 

3.2. 効果 

上記の指導方法には，実際どのような効果があ

ったか，授業記録等をもとに説明する．主な効果

は 4 点に整理できる． 

1点目は，五十音表は児童の取り組み意欲を引き

出しやすいことである．最初の授業日に五十音表

を音読した際に，ほとんどの子どもが事前に親し

んでいる様子で，児童は自信と意欲を見せて音読

していたという（20220513：記録年月日，ミーティ

ング記録）．また，自信がなく，自主的な挙手のな

い児童も，慣れてくると挙手して読む態度が生ま

れたことも報告されている． 

2点目は，児童がひらがなの表記システムを理解

し，自ら五十音表を活用して書く様子が見られる

ようになったことである．ひらがな指導を開始して

1 か月後の時点では，保護者から家庭での児童の様

子について，「五十音表を暗記して縦にも横にもす

らすらと読めるものの，個々の文字と音を完全に対

応させて読めてはいない」状況や「五十音表を暗記

しているだけではないか」といったことが伝えら

れていた（20220528 授業記録）．しかし 1 学期末に

は，五十音表を暗記したことにより，児童は五十

音表のおよそどの位置にどの音のひらがなが載っ

ているか分かっており，授業で書く際に自ら活用

するまでになったという．新年度開始時から，『こ

くご１上』の教科書巻末の五十音表と濁音・半濁

音・拗音を示した裏面をコピーし，ラミネート加

工したものを児童数分用意していた．C 講師は，

書く活動ではこれを配り，分からない文字がある

場合は五十音表を見て探し，書くように伝えてい

た（20220528 授業記録）．以下の授業記録からもそ

の様子がうかがえる． 

 

20220702授業記録 

書く活動中には，何人かの児童があいうえお表を持って

「『〇』の字はどこにある？」と聞きにきたが，その多くは濁点

がついたものや拗音の入ったもので，五十音の中に入って

いるひらがなの場所を聞きに来た児童はいなかった．このこ

とから児童はあいうえお表の表記をかなり確実に理解して

いるらしい様子が見てとれた．また一人で字を書くことは難

しくても，手元にあいうえお表があると，不確かなひらがなを

自分で探し当てて正しく書けることもわかった． 
 

20220709授業記録 

本日の授業でも「『び』ってどう書くの？」と児童 6 が聞いた

時に講師はラミネート表を渡したが，通常のあいうえお表内

には「び」を見つけられないでいた．児童 25 が「ひにてんて

んだよ．」と教えると，児童 6 は即座に「ひ」を見つけて点々

を打ち，「び」の字を完成させた． 

 

補習校児にとって，例えばひらがなの「か（ka）」

の濁音が「が（ga）」と表記されるといった清音と

濁音の関連性は，理解しやすいとは限らない．児

童は，現地校で K と G のアルファベットを何ら相

互に関連しないものとして学んでいる．しかし，

五十音表を用いた読む導入活動を繰り返したこと

で，日本語力が低い児童でも，「る」や「ま」には

濁点がつかないことを理解している様子が見られ

たという（20220521 授業記録）．つまり，ひらがな

の表記システムの規則性を感じとるようになって

いったと考えられる． 

効果の 3 点目は，資料 2 のような宿題のひらが

なプリントが，補習校児に適していたことである．

宿題の提出率は，その種類や個々の児童によって
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差があったが，このプリントは 100％の提出率であ

ったという．選択肢の提示や解答を線でつなぐな

ど，ハードルを下げたことが取り組みやすさの理

由と考えられる（20220807 ミーティング記録）． 

4 点目は，音読の効果である．音読の宿題を一年

間継続した結果，特に日本語力が低めの児童に，

日本語の入り方が安定するという効果がみられた

という（20230226 ミーティング記録）．1 学期頃に

は，C 講師が宿題の音読の録音を聞いた際，読んだ

瞬間には語の意味をわかっていないが，読んだ後

の間とその後の様子から意味を理解したことがう

かがえる事例があったと報告している（20220807

ミーティング記録）．次の記録もその一例である． 

 

20220604授業記録 

日本語にさほどまだ親しみのない児童が新しい言葉を目に

し，その言葉を一文字ずつ音声化した後，何度か言葉を続

けて読み返すことがある．その際，意味がつかめた瞬間に

急に大きな声を出す場合もある（児童 26「おねえさん」音読

時）．ヘレン・ケラーが初めて「Water」を理解したときのよう

な瞬間なのだと思って，音読宿題のチェックでそのような状

況に出あう度に感激する． 

 

このように音読は，文字と音声語彙とを対応させ

るという作業に児童が習熟するプロセスを支える

と考えられる． 

 

3.3. 課題 

他方で，課題として明らかになったことは次の

2 点である． 

第 1 に，週 1 回の指導における時間的制約であ

る．C 講師は次のように記している． 

 

20220709授業記録 

35分ほどの時間に 5文字を学習するとなると 1文字にかけ

られる時間は最大 7 分，そのうち講師が文字説明をする時

間，児童から言葉集めをする時間を差し引くと，実際に書く

ことにかけられる時間は 3，4 分にも満たないことになる．そ

の間に講師は全員分に赤ペン指導を入れることになるが，

授業中にはいくら補助の先生に入ってもらっていても，全員

にきっちりと文字指導をできないところに限界を感じる． 

 

 第 2 に，2 学期以降，カタカナと漢字が導入され

たことで，ひらがなの読み書きが不安定になる現

象が起きたことである． 

 

20221015授業記録 

二学期になって学習文字に新出漢字とかたかなが入り，こ

れまでは問題なくかけていたひらがなが怪しくなる児童もち

らほら出てくるようになった．この現象は例年見られること

で，定着しきっていない内容については新規情報が入ると

内容が混在したり間違えて書き換えられたりする様子が見

られる．ただこのようなプロセスを経てようやく正しい情報が

定着していくことも例年見られることではあるので，今後の

授業を通して間違いを通して正しく内容が定着するまで何

度でも訂正する作業を繰り返していく次第である． 

 

このような現象への対応として，C 講師は「ツ」

と「シ」など，似た文字を比べて違いを理解させ，

練習を繰り返すことが必要ではないかと記してい

る（20221015 授業記録）． 

これに加え，前述のように，児童が自ら五十音

表を活用しながら書くスキルを伸ばす方法の可能

性も今回見えてきた．実際，1 学期は 8 割の児童は

五十音表がないと不安な様子だったが，2 学期に

は「自分はできるからいらない」という児童も出

てきた．しかし 3 学期になると，必要に応じてほ

しがるようになったと報告されている（20230226

ミーティング記録）．ひらがなの表記システムを理

解できたことで，児童は五十音表という道具を自

律的に使う力を徐々に身につけたと考えられ，こ

れも今後活用可能なスキルとして検討してゆくべ

きであろう． 

 

４． 物語文の試行授業 

 次に，物語文の指導方法と効果および課題につ

いて説明する． 

 

4.1. 指導方法 

（1）1 学期 

1 学期の全学習活動は表 2 の通りである．補習

校児の中には，日常生活での日本語使用が限られ

ているため，人物の気持ちに関わる表現自体を十

分にもっていない児童もいる（20220513 ミーテ

ィング記録）．そこで，1 学期はひらがな指導にあ

わせて，気持ちの表現を扱う活動を行った．まず，

「かきとかぎ」および「ねことねっこ」では，濁

音と促音の指導の前に，人物が置かれた状況を理

解し，その気持ちを考えさせる機会を持った（表

2 の②③）．その際，資料 3 のようなスライドを用

い，次のように進めた． 
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表 2．1 学期の物語文の学習活動  

授

業

日 

活

動

№ 

教科書単元／

宿題 
内 容 

5/14 ① 宿題（予習） 

絵の人物の様子を見て，その気持ちを 3 択で選ぶ．（例 懸命に勉強をしている

子どもの絵を見て，「おいしいな」「がんばろう」「やわらかいな」のうち，適切

な気持ちを選ぶ．） 

5/21 ② かきとかぎ 

挿絵のさるが置かれた状況を理解して，その気持ちを考える．4 択で提示され

たものから選んだ後，自由に気持ちを考えて発表する．その後，濁音の指導を

行う．【資料 3】 

5/28 
③ ねことねっこ 

挿絵のねこの気持ちを 4 択で選ぶ．その後，ねことばったの気持ちを自由に考

えて発表する．その後，促音の指導を行う． 

④ 宿題 ねことばったの気持ちを自由に考えて，一言プリントに書く． 

6/25 

⑤ はなのみち⑴ 

かぎかっこの働きについて考える．挿絵をスライドで提示し，登場人物を確認

する．描かれた物（例 ストーブ）から季節を読みとり，冬から春への変化に

よる物語展開を確認する． 

⑥ 宿題 「はなのみち」の 4 つの場面の挿絵に対応する文を探して選ぶ．【資料 5】 

⑦ 宿題 
「かばくんのきもち」4 枚の絵を見て，人物の気持ちを考え，吹き出しに書く．

【資料 6】 

7/2 

⑧ はなのみち⑵ 
前週で確認した季節の変化を思い出す．物語展開を 4 枚の紙芝居にし，人物（た

ぬき，りす）の気持ちを考える．紙芝居の吹き出しに入る言葉を書く．【資料 4】 

⑨ どっちがどっち 
スライドに提示された気持ちや様子の語に合う人物の絵を 2 択で選んだり，人

物の絵に合う気持ちを 2 択で選んだりする． 

⑩ 宿題 「こねこたちのきもち」3枚の絵を見て，人物の気持ちを考え，吹き出しに書く． 

7/9 ⑪ 宿題 「ぼくのきもち」4 枚の絵を見て，人物の気持ちを考え，吹き出しに書く． 

7/16 

⑫ おおきなかぶ⑴ 
登場人物を確認し，かぶが抜けなくて疲れている人物の様子から気持ちを考え

る．各自プリントの吹き出しに書く． 

⑬ 宿題 「おおきなかぶ」の 4 つの場面の挿絵に対応する文を探して選ぶ． 

⑭ 宿題 「わにのきもち」5 枚の絵を見て，人物の気持ちを考え，吹き出しに書く． 

7/30 ⑮ おおきなかぶ⑵ 

挿絵を話の順に並べ替えてあらすじを復習し，話の後半を音読する．人物と地

の文を読む役を決めて音読劇を行う．かぶが抜けた最後の場面の人物の気持ち

を吹き出しに書く． 

 

 
 
 

20230521授業記録 

講師：「おさるさんはどんなことを思っているかな？ どの吹

き出しを黄色にぬったらいいかな？」 

講師：「今『やったー』と思っているかな？」 

（資料 3のスライドの吹き出しを１つずつ見せてゆく．） 

（児童は一様に首を横に振る．） 

講師:「『あつい』と思っているかな？」 

（児童 4が大笑いを始めクラスも笑いの渦に引き込まれる．） 

講師：「うれしいなー」 

（クラス大爆笑） 

講師:「『あれ？』はどうかな？」 

児童 15：「あれ？ 『あれ？』がいい！」 

（クラスも賛同） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 3．「かきとかぎ」授業スライド（一部） 

 

 上記のように，人物の気持ちとして 4 つの選択

肢を用意するというスキャフォルディングを行っ

た後，児童に自由に考えさせ，発言を促した．この



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.34 2024 

［査読無し］ 

         バイリンガル児の物語作文を書く力を伸ばす授業 159 

 

ような手順で，③の「ねことねっこ」でも同様の活

動を授業で行った． 

次の教科書単元「はなのみち」では，冬から春へ

の季節の変化が物語展開の核となっている．そこ

で，⑤では，それぞれの挿絵をスライドに映し，ス

トーブなど描かれた物から季節を考えた．これに

より，登場人物のくまが持っていた袋の中身が，

春になって花の種だったとわかるという展開をま

ず押さえさせた．翌週の⑧では，物語を 4 場面の

挿絵と文章の紙芝居にして，たぬきのせりふとり

すのせりふを書かせた．このうち，前者は学級で

考え，講師が板書したせりふを児童が写し，後者

は各自に書かせるようにした（資料 4）． 

資料 4．「はなのみち」紙芝居（一部） 

 

 1 学期最後の物語単元である「おおきなかぶ」で

も，「はなのみち」と同様に，物語前半でかぶが抜

けなくて疲れているおじいさんたちの気持ちを皆

で考えてから書いた（⑫）．翌週に物語後半を読ん

だ後は，音読劇を行った（⑮）．役割分担を決め，

担当人物の絵を首から下げさせて，児童には登場

人物になりきり，動作化をしてもらうようにした．

このような活動により人物の気持ちを追体験した

後，最後にかぶが抜けた場面での人物の気持ちを

書かせた． 

以上のような授業活動の支えとして，1学期は次

の 2 種類の活動や宿題を入れた． 

一つは，絵をヒントに文章を順番に並べる宿題

である．文章を読むことに慣れ，物語展開をおさ

えるのに役立つと考えられる．資料 5 は「はなの

みち」の宿題プリントだが（⑥），「おおきなかぶ」

でも同様の宿題を課している（⑬）． 

もう一つは，気持ちの表現を考える課題である． 

人物の気持ちを 2 択で選ぶ活動や（⑨），資料 6 の

ように，絵を見て人物の気持ちを書いたり選んだ

りする宿題を出した（①④⑦⑩⑪⑭）．このタイプ 

資料 5．「はなのみち」の宿題プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料 6．宿題プリント注 7) 



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.34 2024 

［査読無し］ 

         バイリンガル児の物語作文を書く力を伸ばす授業 160 

 

の課題の導入時には，①を予習として，④は授業

でアイデアを出し合った後に書かせる作業として

課すなど，児童がスムーズに取り組めるようにした． 

 

（2）2・3 学期 

次に 2・3 学期の学習活動は，表 3 の通りである． 

2 学期以降の物語文は，1 学期の物語文に比べ，読

解の難易度が高い．1 学期の「はなのみち」は冬か

ら春への季節の変化，「おおきなかぶ」は登場人物

が増えていくというパターンで，いずれも展開が

わかりやすい．これに対し，2 学期以降の「やくそ

く」，「くじらぐも」，「たぬきの糸車」の場合，物語

展開を捉えるには，場面ごとの状況とその変化と

いう複雑な内容を読みとらなければならない．

 

 

表 3．2・3 学期の物語文の学習活動 

学

期 

授

業

日 

活

動

№ 

教科書単元／

宿題 
内 容 

２

学

期 

9/24 
１ やくそく⑴ 

読む前に，スライドを見ながら青虫が蝶に変わる成長過程について考え

る．題名の「やくそく」という語の意味を考える．スライドを見て話し

合いながら物語展開を確認する．【資料 7】 物語の題名や作者，人物を

確認する授業プリントをうめて書く． 

２ 宿題 家で小さな実験をして，「～と，…」の文の空欄をうめる．【資料 11】 

10/1 

３ やくそく⑵ 

物語のあらすじを思い出した後，スライドが示す一場面（青虫のけんか

など）の会話文でミニ音読劇を行い，人物の気持ちがこもっていたか話

し合う． 

４ 宿題 
「やくそく」の物語展開を思い出し，4 つの場面の挿絵に対応する文を

探して選ぶ．文中の空欄を語の選択肢から選んでうめる． 

10/8 

５ くじらぐも⑴ 

スライドを見て話し合いながら，物語展開を確認する．くじらぐもにの

った子どもたちの気持ちを想像し，意見を出し合う．挿絵の子どもに吹

き出しをつけたプリントに記入する． 

６ 宿題 
「くじらぐも」の物語展開を思い出し，4 つの場面の絵に合う文を完成

させる．（「～と，…」という表現を用いた文の後半を 2 択で選ぶ．） 

10/15 

７ くじらぐも⑵ 

前週確認したあらすじを思い出した後，最後の場面での子どもたちの気

持ちを想像して，挿絵の子どもに吹き出しをつけたプリントに記入す

る．【資料 8】 子どもとくじらぐもの呼びかけ合う場面を集団単位のミ

ニ音読劇をする． 

８ 宿題 

「くじらぐも」で使われた表現と文型の復習として，助詞を選択肢から

選んで書く．「かえっていきました」「やってきました」という表現が用

いられる場面を，絵をヒントに 2 択で選ぶ． 

３

学

期 

1/28 ９ 宿題（予習） 

「たぬきの糸車」の予習として，昔の日本の家や生活に関する質問への

答えを選択肢から選ぶプリントに取り組む．糸つむぎの様子の動画を見

てくる． 

2/4 

10 たぬきの糸車⑴ 

「山おくのいっけんや」「しょうじ」など，昔の日本家屋にかかわる語

や山奥に住む動物について話し合う．スライドを見ながら，物語展開と

人物の心情について話し合う．【資料 9】 

11 宿題 
「たぬきの糸車」の物語展開を思い出し，4 つの場面の絵に合う文章を

選ぶ．文中の空欄に当てはまる語を選択肢から選んで書く． 

2/11 12 たぬきの糸車⑵ 

前週確認したあらすじを想起した後，紙芝居になった物語の場面での人

物の気持ちを考える．各自が文章中の空欄に書く．（6 枚の紙芝居の中

で，たぬきが糸車を回す場面でのおかみさんの気持ち，たぬきがわなに

かかった場面でのおかみさんとたぬきの気持ち，最後に立ち去ってゆく

ときたぬきの気持ちの 3 場面の 4 か所）【資料 10】 
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表 4．2・3 学期の物語文のスキャフォルディングの要点 

教材文 
読解に必要

な知識 
主な物語展開 重要な文法・語・表現 

やくそく 

青虫が蝶に変

化するという

知識 

❶2 匹の青虫がケンカになる． 

❷3 匹目の青虫も加わり，ケンカになる． 

❸大きな木が上まで登るように言う． 

❹3 匹は海を見て，約束をする． 

・～と，… 

・きこえる／みえる 

・あらわれる おうえんする 

・そのときです． 

・～ていく（例 のぼっていく） 

くじら 

ぐも 
なし 

❶子どもたちが体操をしていると，くじらぐ

もが来て真似をする． 

❷子どもたちがくじらぐもにとびのる． 

❸くじらぐもは空を進んでいく． 

❹学校に戻り，くじらぐもは空へ帰っていく． 

・～と，くじらぐもも…． 

・そのときです． 

・～てくる（例 やってくる） 

・～ていく（例 かえっていく） 

・複合動詞（例 とびのる） 

たぬきの 

糸車 

昔の日本の家

屋や生活に関

する知識： 

・しょうじ 

・きこり 

・わな 

・糸をつむぐ 

   など 

❶たぬきがいたずらをしたので，きこりがわ

なをしかける． 

❷おかみさんが糸車を回すと，たぬきが真似

をする． 

❸わなにかかったたぬきを，おかみさんが逃

がす． 

❹春になって家に戻ると，糸のたばがあり，

おかみさんは驚く．たぬきが糸をつむいで

いたと知る． 

・～と，… 

・名詞修飾（例 糸車をまわす

まねをするたぬきのかげ） 

・～てくる（例 やってくる） 

・複合動詞（例 とびおりる  

たきはじめる） 

・つむぐ にがす 

 

 

また，教材文の量もさらに多くなり，海外に住む

児童にはなじみの薄い語彙や，文法的に複雑な文

も混じっている．この点に関するスキャフォルデ

ィングとして，次の 3 つの工夫をした． 

 

1)本文の読解に欠かせない知識がある教材文では，

読む前にこれを活性化しておく． 

2)絵やアニメーションをより豊富に使ったスライ

ドで，まず物語の中心的な展開を捉えさせる． 

3)長く複雑な文は，リライトして難易度を下げ，

授業スライドに入れる．その際，物語展開の理

解に重要で，物語文という文種に特徴的な文法

および語・表現を教材文から選んで使う．また，

これらを宿題プリントにも入れて，定着を図る． 

 

以上を教材文ごとに整理したのが表 4 である．

以下，表 3 の学習活動で用いた指導方法を，表 4

の要点とともに説明する 

まず，「やくそく」では，表 4 に示したように，

読解前に青虫が蝶に変化するという知識を活性化

する必要がある．そこで，スライドの絵を見なが

らこれについて考えさせた（表 3１）．次に，表 4

の物語展開を理解するため，資料 7 のようなスラ

イドを用いた．上のスライドの「いっぴきのあお 

資料 7．「やくそく」授業スライド（一部） 

 

むしが，はっぱをたべていると，…おとがきこえ

ます．」という文はリライトされており，その原文

は，「あるとき，いつものように はをたべていると，
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どこからか，むしゃむしゃむしゃむしゃと，おとが

きこえます．」と長いものであった．また，表 4 の

「重要な文法・語・表現」にある「～と，…」とい

う文型は「やくそく」で頻繁に使われているため，

児童に注目させたいものである．さらに，「きこえ

る」「みえる」という動詞は，「聞く」「見る」や「聞

ける」「見れる」などと混乱しやすいため，意識的

に触れさせたい．そこで，リライトではこれらの

使われ方が捉えやすいよう，短めの文にした．負

担が軽いことで，児童が場面の状況を考えること

にも集中しやすいと期待できる． 

C 講師はこれに自然に意識を向けさせるように

次のように授業を進めている． 

 

20230924授業記録 

講師：「いっぴきのあおむしがはっぱを食べていると・・・なに

が起きましたか？」 

児童 25：「そしたら，んー・・・」 

（講師はスライドを見せながら「むしゃむしゃ」の部分を見せ

る） 

児童 25：「どこから・・・聞こえてきました．」 

講師：「なにが聞こえてきたの？」 

児童 25：「音が聞こえてきました．」 

 

物語の文脈との関連で「～と，．．．」を強調して

発問し，「聞こえる」を使うやりとりによって，児

童がその機能に自然になじみやすくなると考えら

れる． 

物語展開を押さえた後，翌週は特定の場面の会

話文を取り上げてミニ音読劇を行い，互いの読み

方を聞いて人物の気持ちがこもっていたか話し合

った（表 3 の３） 

 次の「くじらぐも」についても，「やくそく」と

同様の手順で進め，まず物語展開を重要な文法・

語・表現を意識しつつ押さえた．この物語では，子

どもたちの動きをくじらぐもが真似ることによっ

て両者の関係が生まれるが，これは，「～と，くじ

らぐもも．．．」という文で表されている（表 4）．ま

た「そのときです．」という文により，場面が転換

する．こうした表現を強調しながら，話の筋を捉

えさせた．続いて，二つの場面での子どもたちの

気持ちを話し合った後，プリントの挿絵の吹き出 

しを埋める活動（資料 8）とミニ音読劇を行った

（表 3 の５ ７）． 

3 学期の「たぬきの糸車」は，読解のために昔の 

資料 8．「くじらぐも」授業プリント（児童 27） 

 

日本家屋や人々の生活などについての知識やイメ

ージを必要とする教材文である．例えば「しょう

じ」や「きこり」などがわからないと，読み取りに

くい（表 4）．そこでまず，予習として昔の日本の

家や生活に関する質問を読み，答えを選ぶプリン

トと，糸車の動画を見てくる宿題を課しておいた

（表 3 の９）． 

10 では，予習プリントの内容にさらに踏み込ん

で，児童の知識を引き出してから，スライドを見

ながら物語展開を押さえ（資料 9），人物の気持ち

を考える活動を行った． 

 

資料 9．「たぬきの糸車」授業スライド（一部） 
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この文章には，表 4 に挙げたように「糸車をま

わすまねをするたぬきのかげ」といった長い名詞

修飾など，文法的にも難易度が高い文が混じって

いる．また，「きこりの夫婦が冬は村へ下り，春に

なると戻ってくる」という生活パターンがわから

ないと，表 4 の❹の展開を捉えることも難しい．

このような箇所の理解を支援するため，スライド

ではアニメーション機能を使い，イメージしやす

くした．翌週の 12 では，物語を 6 枚の紙芝居にし

て，3 つの場面での人物の気持ちについて話し合

った後，各自文章中の空欄に書く活動を行った（資

料 10）． 

2・3 学期の宿題において目指したことは，2 点

ある．1 つは，物語展開の復習である．1 学期と同

様に，4 つの場面の絵に合う文章を選ぶ形式にし

た（４ ６ 11）．4 場面であれば，小 1 児童でも授

業で確認した展開の全体像を再構成しやすい．も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 10．「たぬきの糸車」紙芝居裏面（児童 8） 

 

「きんだあびいる（キンダービール）」：ドイツの子どもの飲み物 
 

資料 11．「やくそく」宿題プリント（児童 26） 

 

う一つは，教材文で重要な文法・語・表現の復習で

ある．２のように「～と，…」の文型を使って，家

で文を完成させたり（資料 11），文章中の空欄に選

択肢から選んだ語を入れることで，重要な文法・

語・表現を想起させたりした．例えば，表 4 の 3 つ

の教材文には，「～ていく／くる」が使われている

が，これは，語り手から心情的に遠ざかったり語 

り手へ近づいてきたりする印象を与え，場面の描

写に適している．また，「とびのる」「とびおりる」

などの複合動詞は，様子を表すのに効果的である．

そこで，こうした物語文を書く際に有効な表現に

触れさせるように意図した． 

 

4.2. 効果 

以上のような学習活動の効果は次の 3 つに整理

できる． 

 

（1）物語展開と人物の心情理解 

物語の場面のスライドを用い，物語展開の全体

像を捉える方法は，現地校の絵を使った教材にも

似ており，なじみやすかったと考えられる． 

例えば，C 講師は資料 7 のスライドを用いた授

業について次のように記している． 
 

20220924授業記録 

児童達は興味深いまなざしでスライドを見ており，吹き出し

が出てくるたびにどの子どもも真剣に答えを考えている様子

がうかがえた．時間を与えられ，それ以外の活動がなく，日

本語に考えることに集中できる環境を与えられると，児童達

は「日本語で考えること」に没頭できることが本日の授業で

分かった．またスライド内ではあおむしが葉っぱの後ろに隠

れていたり，それぞれのあおむしからふきだしが順番に出た

りしていたので，どの段階でどのあおむしがどの状況にいる

のかが明確に時間軸に沿って分かり，クラスの子ども達の

日本語理解力に適した内容の提示のされ方であり，非常に

効果的なスライドだった． 

 

また，本文をリライトしたことによって，「お話

の枝葉に捕らわれることなくとても絞られた内容

で理解を進めることができた（20230211授業記録）」

と報告されている． 

さらに，音読劇は，「何度も繰り返すうち，気持

ちがこもった様子で，まさに劇化できていた児童

がいた（20221015 授業記録）」ことからも，人物の

心情理解の深化につながったと思われる． 
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（2）書くこと 

書くことに関して効果的だった方法は主に 2 つ

ある．1 点目は，吹き出しを埋める活動を授業や宿

題で繰り返し行ったことである．これによって，

「1 学期にはぼんやりしていた子も，最後の『たぬ

きの糸車』では，皆するべきことがしっかり分か

って取り組んでいた」という（20230226 ミーティ

ング記録）． 

2 点目は，書く内容について，音読劇や話し合い

という「聞く・話す」活動を行ったことで，「書く

こと」のハードルが下がったことである．例えば，

下記は「おおきなかぶ」の音読劇の後に児童が書

いた人物の気持ちに関する記録である． 

 

20230730授業記録 

児童 12「うれしいなぁ．やたぁ．」（一度目はおじいさんとし

て，二度目はかぶとして参加），児童 13「いいなかぶは．」

（本人はねずみがしたいといってねずみ役になったが，もし

かしたらかぶになりたかったのかもしれない），児童 14 の

「かんたんすぎちゃったけどね」（児童 14は犬として参加，か

ぶ役の児童一人のくつがすっぽ抜けたり，その児童がずる

ずると引きずられたりしてかぶがすぐに抜けたような印象が

あった），児童 17 の「ぼくわかふです．（ぼくはかぶです．）」

（かぶとして参加）などはまさに音読劇の後ならではのコメン

トであると思う． 

 

このように音読劇で担当した人物としての思い

を文字で書くことは，個々の児童自身の言葉によ

る生きた表現活動といえるだろう． 

同様に，授業での話し合いも書く活動のスキャ

フォルディングとなっていたが，これは教材文の

難易度が上がるほど不可欠になると思われた．そ

れは，2 学期の「くじらぐも」（資料 8）と 3 学期

の「たぬきの糸車」（資料 10）の各課題を比べると

明らかである．「くじらぐも」は，人物の気持ちを

自由に想像して書けるのに対し，「たぬきの糸車」

は，たぬきとおかみさんの関係の変化という展開

をふまえて，本文には直接書かれていないたぬき

の心情を考えて書かなくてはならず，難易度が高

い．しかし授業でのやりとりは児童にヒントを与

えたと思われる．以下は授業での様子である． 

 

20230211授業記録 

講師：「たぬきはどうしてこんなことをしたのでしょうね？」 

児童 19：「たぬきは恩返しをしたんだと思う．」 

複数児童：「なに？ なにをしたの？」 

講師：「『恩返し』という言葉が出ましたが，『恩返し』って

何？」 

児童 28：「『猫の恩返し！』」（という話があるらしく，複数児

童が一緒に頷いている） 

講師：「日本の昔話には『鶴の恩返し』というお話もあります

ね．」 

児童 13：「知ってる！読んだことある！」 

講師：「『恩返し』って何でしょうね．」 

児童19：「自分が困っているときに誰かに助けてもらって，あ

とからその助けてくれた人に何かいいことをすること．」 

講師：「たぬきは罠から自分を逃がしてくれたおかみさんに

恩返しはできましたか？ 

児童11：「できたよ．だっておかみさんはこの糸を町で売って

お金にできるから．」 

講師：「恩返しをできたたぬきはどんな気持ちだったかな？」 

児童？：「嬉しいよ．」 

 

このようなやり取りの後，「恩返し」という語を

使って書いた児童は 5 名もおり，資料 10 もその一

例である．話し合いは補習校の学級という集団的

な学びにおいてこそ可能な，貴重なスキャフォル

ディングだと考えられる． 

 

（3）語彙・文法力 

3 点目の効果として，補習校児に不足しがちな

表現のための語彙・文法力の強化が挙げられる．

今回の試行授業は，教材文から取り上げた文法・

語彙・表現が書く活動にどれだけ活用されたかと

いう効果を確認できる設計にはなっていない．し

かし，日本語の使用機会が限られている補習校児

にとって，授業は物語文で用いられる表現を使う

機会として有効である．それは，以下の「くじらぐ

も」でのやりとりの記録からもうかがえる． 

 

20221015授業記録 

講師 :「『一ねん二くみのこどもたちがたいそうをしている

と・・・』何が起きましたか？」 

児童 25：「大きな雲のクジラ」 

講師：「大きな雲のクジラが・・・どこに？」 

児童 25：「空」 

講師:「大きな雲のクジラが空・・・」 

児童 2：「空に」 

講師:「大きな雲のクジラが空にどうしましたか？」 

児童 10：「あらわれました．」 
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このように児童の発言は語レベルで終わりがち

になるが，C 講師は助詞や文末の動詞を用いて話

すように自然に促している．児童 10 が「あらわれ

ました」という動詞を使っているが，これは，日常

生活ではあまり使われず，物語文に特徴的な動詞

である（表 4）．このような語を使用する機会は貴

重なものだといえるだろう． 

宿題においても，教材文中の重要な文法・語・表

現を使う機会をつくったが，資料 11 はその一例で

ある．「～と，…」という文型や「みえる」「きこえ

る」という動詞の機能を自然に意識化させるため

に，家で小さな実験をして文の一部を埋める練習

である．C 講師は，「実際に冷蔵庫を開けてみたり，

窓から外を覗いてみたりというように，おうちの人

と一緒になって取り組んでくれている様子が伝わ

ってくる内容」だとコメントしているが（20221001

授業記録），それぞれの児童が書いた内容は多様で，

生き生きとしたものになっていた．この文型を今

後使用するようになるかは今回の試行授業ではわ

からないが，その機能を経験し，児童自身の表現

として使う機会にはなったといえるだろう． 

 

4.3. 課題 

物語文の試行授業を通して見えてきた課題もあ

る．その主なものは，次の 2 点である． 

第 1 に，「人物の気持ちを吹き出しや紙芝居の一

部として書く」という目標は，大半の補習校児に

は達成できたものの，それが困難な児童も少数い

たことである．「たぬきの糸車」では，2 名は 3 枚

中 1 枚白紙，1 名は 2 枚白紙であった．そのよう

な児童について C 講師は次のように記している． 

 

20230211授業記録 

これらの児童に関しては「文字が分からない」ということでは

なく，おそらく「何を書けばよいのか分からない」という段階

にいると思われる．日常生活の中で自分の言いたいことを

伝えたり，それに対する日本語の返答を理解したりすること

はできるが，教科書の内容という自分の日常から離れた場

所に対象が移り，その対象について日本語のみで授業が

繰り広げられると，なんとかお話の筋を追うことまではでき

る．しかし，そこで生じる登場人物の気持ちについて推測し

考察することになると，すでに「自分が何が分からないのか

分からない」状態に陥っているような印象を受ける．よって

教室内で交わされる意見についても，その意見の内容をな

んとなく理解はできても，具体的に話のどの部分の何につ

いての意見であるのか，それがそれぞれの場面とどのよう

な関連性があるのかといった内容を詰めて理解できていな

いのかと思う．そのような状態で用紙に向き合っても，どこ

から何を始めてよいのやらわからない状態で，結局白紙で

提出することになるのだと思う． 

 

このような児童にも可能な書く活動として，ど

のようなものが考えられるだろうか．こうした児

童の場合，日本語使用の機会が限られていること

も多く，特定の状況における気持ちの一般的な表

現すら使ったことがない可能性もある．2・3 学期

には，教科書教材の枠外で気持ちの表現に触れさ

せるような言語活動がなかったが，「うれしい」「か

わいそう」など，基本的な喜怒哀楽の日本語の表

現に触れる機会を継続的につくってゆく必要があ

るかもしれない． 

第 2 に，補習校における学級経営の重要性であ

る．C 講師は音読劇の活動の後半に，児童の集中

力が落ち，私語をしたり遊び始めたりする児童が

増え，叱責した際の経験から，下記のように考察

している． 

 

20221001授業記録 

音読劇や動作化など子どもにとっては楽しい授業内容では

あるが，子ども達の感情的な部分をあまり授業中に引き出し

てしまうと，児童達が授業中に自由になりすぎ，講師の発問

をくみ取りそれに対する答えを引き出しあいながら「全体で

授業を作り上げる」という建設的な授業の組み立てが難しく

なり，授業中に化学作用が生じにくい状態にも陥る．低学年

では特にこの辺りの兼ね合いが非常に難しいと感じる． 

 

そもそも正規の教育機関ではない補習校では，

児童生徒の学習意欲を維持することは難しい[19]．

ドイツの現地校のような成績表も落第システムも

ないことに加え，保護者が子どもに補習校に通う

ことを望んでも補習校児がそうではない場合など，

授業を成立させることが難しいことがある

（20221008 授業記録）．C 講師は，学級の雰囲気や

児童の集中度を観察しながら，活動を切り替えた

り，活動内容を臨機応変に微修正したりして，児

童の集中と一定の秩序を保つように意識していた

（20220702, 20221001 授業記録等）．こうした工夫

や，学級における一定のルールづくりなどは，授

業を効果的なものにするための基本的な前提であ

り，考えてゆくべき課題の一つであろう． 
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５． おわりに 

 今回の試行授業では，補習校児に適したひらが

なと物語文の指導方法を開発することができた． 

 効果が見られた方法は，以前の説明的な文章を

書く試行授業からの知見と共通していたが，今回

のひらがな学習と物語文の試行授業で特に確認さ

れたことは，次の 3 点にまとめられる． 

第 1 に，ひらがな学習については，五十音表を

用いた活動はひらがな表記システムの理解につな

がり，音韻意識を高める課題も有効であったとい

える．また，週 1 回の授業という時間的制約を考

えると，五十音表を自分で使う力を身につけるこ

とは重要な意味を持っていると思われる．補習校

児は，現地校で学んでいるもう一つの言語で書き

たいことが表現できる存在であり，日本語で自律

的に書くことを支援する方法が有効だと考えられ

るからである．実際，小学校中学年から高校生ま

での補習校児の作文力に関する研究では，学年が

上がるほど辞書を駆使して書く力があることが明

らかになっている[20]．辞書も五十音表も補習校児

にとって極めて有効な文化的な道具であり，その

道具を自分で活用できる力を育てることは，日本

語が継承語である補習校児にとって非常に意味の

ある支援だと考えられよう． 

第 2 に，物語文の指導方法については，補助教

材を用いて物語展開の全体像を捉えさせる方法が

有効であった．これは，補習校児の持つ複数言語

の基盤にある理解力を活用するものといえるだろ

う．小 1 児童が説明的な文章の一文種である描写

文を書く際には，まず物や生き物の特徴を形や色

などに注目して捉えることが求められた[21]．これ

に対し，物語文では複数の絵を見て，話の流れを

捉えることが必要になる．いずれの作業も，補習

校児が普段現地校で優勢言語を用いて取り組んで

いるものであり，この力を継承日本語でも活用で

きるといえる．ただし，補習校児の日本語の語彙・

文法力は優勢言語に比べて弱いため，それぞれの

文種を書くための日本語の表現手段を増やす支援

が必要となる．物語文の場合には，物語作文を書

く際に使う特徴的な表現を教材文から厳選し，リ

ライトして教材に提示し，実際に使う機会をつく

る支援が，小 2 以降，物語を書くために有効であ

ると考えられる． 

第 3 に，学級経営の工夫が効果的な授業づくり

に必要な基本的前提の一つだということである．

補習校児の意欲や集中力を維持するには，学級の

雰囲気を安定的に保つ進め方が重要であることが

明らかになった．以前の試行授業では，児童生徒

の意欲の維持には，その関心を引き出し，それぞ

れが生きた言葉を使って表現をする活動の設定が

重要であることを確認してきた[22]．学級経営にお

ける工夫は，それとともに，効果的な授業を下支

えする車の両輪といえるかもしれない．今回補習

校児の日本語力の格差という課題もあらためて浮

き彫りになったが，補習校講師の困難を軽減する

ために，講師研修や情報交換の機会など，そのニ

ーズに合った支援も求められる． 

 

注 

1）本研究では，海外の補習校に配布される光村図

書の国語教科書を対象にしている． 

2）「逆向き設計」とは，ウィギンズとマクタイが提

唱したカリキュラム設計の方法で，単元末や学年

末など，学習によって最終的にもたらされる結果

（目標）から遡ってカリキュラムを設計するもの

である[23]． 

3）『こくご小 2 下』（光村図書）の「お話のさくし

ゃになろう」という単元が，物語作文を書く最初

の活動である． 

4）例年 C 講師とともに小 1 担当講師を務められ

てきた B 講師は，2022 年度は産休・育休のため担

当学級がなかったが，今回の試行授業の教材の一

部を作成されている．また，小 1 学級は児童数が

多かったため，D 校長が授業での補助を務められ

ていた． 

5）今回の試行授業は，対象学級の保護者に事前に

趣旨説明を行い，了解を得て実施している．また

個人情報の扱いに注意し，授業記録は児童名では

なく児童番号を用いて作成され，児童の提出物も

同様に保管している． 

6）A 補習校は，2020-2021 年度はコロナウイルス

感染対策として，Microsoft Teams を用いたオンラ

イン授業をおこなっていたが，対面授業再開後も

これを活用している． 

7）この教材は，ひろかわさえこ『かばくんのほか

ほかおふろ』（あかね書房）を活用して作成されて

いる． 
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